
 

                

 

 

 

令 和 ４ 年 ５ 月 １ ２ 日 

              

みんなで洪水からまちを守る「総合治水」 

～国と道、市が連携して進める総合治水を学ぼう～ 

 

 

 

 

 

 

札幌北部は、もともと低平地帯であったことに加え、急速に市街化が進んだことで保水機能な

どが低下し、過去幾多の洪水被害に見舞われてきました。 

このため、洪水被害の軽減を目的に、関係機関が連携して河川・下水道・宅地開発等が一体と

なって地域を守る洪水対策や保水機能等の維持・増大を図る「総合治水対策」を進めてきました。 

身近にある総合治水対策の取組について多くの方に知ってもらい、防災・減災意識の向上を図

り、地域全体で災害に備える社会の形成に向けて、伏籠川、豊平川についてのパネル展示を実施

します。 

 

記 

 

パネル展 

【開催日及び会場】 

      ○令和４年５月１３日(金)～２３日(月) 一般国道２３０号公共地下歩道 

                          （北１条地下駐車場となり） 

      ○令和４年５月１３日(金)～２３日(月) 札幌地下街オーロラコーナー 

○令和４年５月１６日(月)～２０日(金) 石狩市役所１Ｆロビー  

 

     【パネル展示内容】 

           ・伏籠川流域の浸水被害（被害状況を知ろう） 

      ・伏籠川流域の総合治水対策（洪水被害の軽減へ） 

      ・豊平川の既往洪水（昭和 56 年 8月） 

      ・水災害の頻発化・激甚化 

      ・もし、豊平川の堤防が決壊したら（浸水シミュレーション） 

      ・流域治水の推進（ハード・ソフト一体の水災害対策） 

 

 

 

 

 

北海道開発局および北海道、札幌市、石狩市は連携して、総合治水に関するパネル展を開催し

ますのでお知らせします。 

総合治水とは、流域が一体となって洪水に備える取組です。普段何気なく使っている学校や公

園にも、大雨の時に川の増水を防ぐため、水を貯める機能が備わっています。 

いざというときに備えて、身近にある総合治水の取組について学びませんか。 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部 

  河川計画課 流域計画官  吉崎 貴博（電話番号 011-611-0329 ダイヤルイン） 

河川計画課 治水専門官  永木 剛史（電話番号 011-611-0329 ダイヤルイン） 

札幌開発建設部ホームページ http://www.hkd.mlit.go.jp/sp/ 

http://www.hkd.mlit.go.jp/sp/




河道整備

河道拡幅、川底の掘削、整備
や築堤の施設により、洪水を
速やかに流下させ、河川の氾
濫を防ぎます。

放水路建設

石狩放水路のしくみ

洪水時には、運河水門によって石狩川の
高い水位の影響を断ち、伏籠川流域の洪
水を石狩放水路を通して安全に日本海へ
放流します。

遊水地整備
洪水時に、川を流れる水の一部をこの中に溜め込みます。
流量が減るので下流は安全に、遊水地に溜まる水は洪水は
収まってからゆっくりと安全に流します。

モエレ遊水地の中は、モエレ沼公園として利用されています。

内水対策 低平地帯に溜まった水は、排水機場の強力なポンプによっ
て、川に水を流します。

流域の急激な都市化による雨水などの流出増などに
対して行われる治水対策のことです。増加する人口や
市街地化などで、都市部を流れる川を取り巻く環境が
激変し、「総合治水」という発想が生まれました。
伏籠川流域では全国に先駆け、昭和56年より、「伏籠
川流域整備計画」に基づいて治水上の安全を確保する
ことを目標に各種対策を実施しています。

総合治水対策とは

伏籠川総合治水対策事業





2022 総合治水推進週間
パネル展 開催場所

札幌市地下街
オーロラコーナー
【オーロラタウン】

令和4年5月13日(金)～23日(月)

一般国道230号
公共地下歩道

【チ・カ・ホ直結】
令和4年5月13日(金)～23日(月)

石狩市役所
令和4年5月16日(月)～20日(金)


